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〈概 要 〉

本研究は,子 供 たち一人一人が個性 を生か し,表 現の喜 び と楽 しみを味わ うため

の指導法の工夫を研 究の主題に据 え,「 直感力や感覚を刺激 する題材の工夫 」と,

「想像力 と構想力を発揮 す る題材 の工夫 」の二つの視点か ら学 習指導の在 り方 を追

究 した。

また,二 っの分科会では実践を通 じて,「 主題 に迫 るための視点一覧表 」 として

その概要を まとめた。
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1研 究 主 題

一 人一人が個性 を生か し,表 現の喜び と楽 しみを味わ うための指 導法の工夫

1.研 究主題設 定の理 由

図画工作の 目標は 「表現及び鑑賞 の活動 を通 して,造 形 的な創造活動の基礎的な能 力を育て

る とと もに表現の喜 びを味わわせ,豊 かな情操を養 う。」である。

この 目標の実現を 目指 して 日々の教育活動 を進あて いるが,こ れか らの社会の変化や価値の

多様化を考え るとき,図 画工作 において も子供一人一人が もっよ さや可能性を十分 に発揮 させ

るとともに,豊 かな創造力や表現力を育成 し,自 分 たちを とりま く様 々な環境 に柔軟 に対応す

ることがで きる態度や能力 を身 に付け させ ることが必要であ る。

教師は上記 の ことを常 に念頭 にお いて子供の側 に立 った指導を行 う必要が あ る。

さて,子 供は,い っの時代 にあ って も,自 分の思 いを絵 に描 いたり,材 料 でっ くった り遊ん

だ りしたいとい う要求を もってい る。 この よ うな要求や興味 に満足 し,表 現 の喜びや,楽 しみ

を味わ うことがで きると,子 供の内面 か らさ らに豊かな表現意欲がわ いて きて,目 の前の素材

と向 き合 った時 に,ど う生かそ うか,ど う表現 しようかな ど思 いを巡 らせ ることがで きると考

え られる。

その表現意欲が その子供の個性を引 き出 し,活 動や行為を通 して作品 として表 出 して くる。

その繰 り返 しによ って,子 供が創造力を高あ,よ り個性を発揮 し,表 現す る喜 びと楽 しみを味

わ うことがで きる と考え研究主題を設定 した。

そ こで大切な ことは,教 師が常 に子供の欲求やそれ にかかわ る経験な どにっ いて配慮 して題

材設定を行い,指 導 の過程 において は,そ れぞれの子供 の表現の仕方にっいて 多面 的に理解 し

よ うと努め ることであ る。具体 的には,現 代の子供の感性 に合 った題材や素材 の検討,子 供 の

表現 したことや ものを大人 の枠 にはめ込む ことのないよ うにす ること,そ して,そ れぞれの子

供の もっ よさを発見 し認めよ うとす る態度 などであ ると考えた。

以上の ような基本的考えの もとに,「 一人一人が個性を生 か し,表 現の喜び と楽 しみを味わ

うための指導法の工夫」の主題 に迫 るため,子 供が もってい る瞬時 に感 じることがで きる能 力

であ る直 感力や感覚 につ いての研究 と,子 供 が自分の思 いや願いを計画 的,意 図的 に表現す る

ことがで きる能力で ある想像力 と構想力 についての研究 を通 して題材の工夫 を行 うことが大切

であ るととらえ,次 の二 っの分科会 テーマを設定 した。

A分 科会 テーマ 「直 感力や感覚を刺激す る題材 の工夫」

・素材 の可能性 を探 る ・素材 との出会 わせ方の工夫

B分 科会テ ーマ 「想 像力 と構想力を発揮す る題材 の工夫」

・素材の組 み合 わせ方の工夫 ・素材を生か しイメー ジを広げ る
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研究構造図
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II A分 科 会 報 告

サ ブテーマ

直感力や感覚 を刺激す る題材の工夫

・素材の可能性 を探 る

・素材 との 出会わせ方 の工夫

1.A分 科会 の概要

子供 たちは様 々な素材の 中で生活 している。 それ らの素材 は多様 な表情を もってい る。

A分 科 会では,そ れ ら多 くの要素の中か ら一つ の要素を強調 して,よ りシンプルに,よ りダ

イ レク トに素材 と子供 たちを向き合わせた。 その ことにより,子 供 たちの直感力や感覚を刺

激 し,表 現欲求を膨 らませ,創 造力 や自己表現 力を引 き出す ことを 目指 した。

また,題 材を設定す るに当た り,過 程を大切に し,素 材が もってい る様 々な可能性 を探 り,

その素材 と子供 との 出会わせ方を工 夫す る ことにより主題 に迫 る研究方法を とった。

〈素材の可能性 を探 る 〉

① どの子供 も取 り組あ るよ うな,技 能的に扱 いが容易な素材

②感覚的 な もの,感 触的な もの(空 間 ・皮膚感覚etc.)を べ一スに した素材

さらにA分 科会のサ ブテ ーマ に迫 るたあに,上 記の2点 を具体的な条件 と して取 り上 げ,

素材を決定す る ことに した。① にっいては特 に素材その ものに目新 しさを求め るので はな く

身の回 りにある素材 を扱 い,② の項 目に関 して は,教 師側のその素材 に対す る思いが生 か さ

れ た ものであ ることも大切 な要素 と して とらえることに した。

〈素材 との出会わせ方の工 夫 〉

①子供の感覚を直接 的に刺激す ることを 目指 した導入時の出会 わせ方の工夫

②子供が,次 に 「や りた くなるような行為」などが 自然 に見えて くるよ うな場の設定

や授業展開の工夫

授業の導入段階 において教師側か らの投 げかけは,そ の後の展開 に大 き く影響 して くる。

子供の感覚を直接的 に刺激す るためにその導入時 にお いては,極 力,説 明的な要素を省 き,

子供が ダイ レク トに素材 と向 き合え るよ うに要素 を絞 った提示の仕方 を試みた。 また,そ の

後の子供の活動 を展 開 させて い く段階 においては,個 性を生かせ るよ うな様 々な発展を期待

す るために,場 の設定の工夫 や行為 その ものがあ る種 の必然性(子 供の 自然 な要求が現れた

結果 としての行為)を もっ必 要がある と考えた。 さらに,よ りその行為か ら受 ける刺激を イ

ンパ ク トの ある もの にす るためには,一 瞬の変化な どの展 開方法 も必要にな って くるケース

な ども考慮 して研究を進め ることに した。
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2.そ の他 の実践事例

A分 科会 では,次 ペー ジ以 降の授業報告の ほか に主題に迫 るために,さ らにい くっかの授

業研 究を行 った。

3年 き ょうは 「-1/」 指導=練 馬 区立光が丘第二 小学校教論 油井 ゆか り

あ る時,子 供たちが遊 びの中で楽 しそ うにホ ッ

チキ スを打 ってい る姿 を見ていて,打 った針跡が

意外な リズ ムを もってい ることに気が付 いた。 キ

ラキ ラ光 るホ ッチキ ス針の視覚的刺激 によ って よ

り一層楽 しみが増え,ス チ レ ンボー ドを打 ち抜 く

抵抗感のあ る感触的な刺激 によって今 までに味わ

った ことのな いふ しぎな感覚を楽 しめ る。 それ に

よ って子供た ちの新 しい表現の意欲を引 き出そ う

と考え た。

3年 カラーテープたん けんた い

この題材で は,普 段行われて いる造形遊びの授業

指導:府 中市立武蔵台小学校教諭 大杉 健

をA分 科 会 の テ ー マ に合 わ せ た導 入 ・展 開 を試 み た。

扱 う素材 は裏 山 の 自然 の 立 木,カ ラ ー テ ープ で あ る。

そ れ らの 素材 とダ イ レ ク トに 向 き合 うた め に,「 基

地 を 作 ろ う」 とか 「クモ の巣 を は ろ う」 と い う具 体

的 な 投 げ か け は 行 わ ず,立 木 に ビニ ー ル カ ラ ー テー 津

二脂 蛮郷∴ 鵬 膿1竺 壕 曝,趣 輔 癒 漁
に書かれた暗号 カー ドを引 き,そ の暗号 を解 くとい うゲー ム的な導入 を行 った。 その結果,

大 きな空間の移動が子供たちには無意識 に行われ,張 り巡 らされた色 とりどりの カラーテー

プ によって様 々な感覚を呼び起 こす ことがで きた。 また,具 体 的な投 げか けを行わ なか った

ために張 り巡 らした テープを切断す る新 たな活動の展開が生まれ,空 間を開放 して い く感覚

も味わ うこ とがで きた。

4年 ガム ・ガム 指導:町 田市立南 第一 小学校教諭 中川 千加士

版木 に白いガムテープを適 当な大 きさに ちぎって貼

ってい く。 ある程度貼 られ た時点で墨を塗 り,さ らに

灘 瀦 讃:麟糠 堅り擁 無_細 ム＼
に心の揺れ や形 に対す る こだわ りが見え始め,個 性 的に活動 を展開 してい った。墨を付 け画

面を 白か ら黒へ と視覚 的に変化 させた ことは,戸 惑 いか ら喜 び(驚 き)へ の心の変化 も大 き

く,造 形 的な感覚 を十分 に刺激す ることにな った。
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3.実 践 事 例(A分 科 会)

(1}題 材 名rか らふ る ・ふ りふ り」 低 学 年(第1学 年)

1題 材 設 定 につ い て

素 林 と子 供 との か か わ りか ら

・子 供 た ち は ほ とん ど ボ ン ドを 使 った ことが な い 。 そ こで ,本 題 材 で は ボ ン ドに 直接 触

れ,そ の粘 性 を 感 じる活 動 を考 え た。 ま た,固 ま った ボ ン ドの 感 触 や,透 明 に な る視

覚 的 な変 化 も楽 しま せ た い と考 え た。

・クー ピー は本 来 ,絵 を描 く とき に使 う物 だ か,子 供 た ち は,削 って の りに混 ぜ た り,

透 明粘 着 テ ー プ に貼 った り して 遊 ん で い る。 しか し,削 りす ぎて 注 意 され る こ と もあ

り,思 い切 りや った こ とは な い。 そ こで 本 題 材 で は,ク ー ピーを 造 形 の 素材 と して 削

り,白 い ボ ン ドの上 にふ りか け る こ と に よ り,削 る 時の 手 ごた え を 感 じた り,ふ りか

け る時 の 色 の変 化 を楽 しん だ りで き る活 動 を考 え た。

2ね らい

・ボ ン ドの粘 性 や ,ク ー ピー を削 る手 ごた え を 感 じる。

・ク ー ピー を ふ りか け る時 の 色 の変 化 を楽 しみ な が ら,造 形 活 動 を す る。

・ボ ン ドが ゆ っ くり と固 ま りな が ら透 明 に な る様 子 か ら ,視 覚 的 な 変 化 を 楽 しむ 。

・固 ま った ボ ン ドを 剥 が しな が ら,そ の感 触 を味 わ う。

3材 料 ・用 具

材 料 ボ ン ド クー ピー

用 具 ビニ ール シ ー ト 鉛 筆 けず り
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次

本

時

翌

日

次

4学 習の流れ(2時 間)

子 供 の 活 動

・ビニ ー ル シー トの上 に ボ ン

ドを広 げ る。

☆ ボ ン ドの 粘 性 を感 じる。

・好 きな 色 の クー ピー を 削 る。

☆ 削 る手 ごた え を 感 じる。

・い ろい ろ な 色 を ふ りか け る。

☆ 色 の 変 化 を 楽 しむ。

・ボ ン ドの 変 化 を見 る。

☆透 明 に な る様 子 を楽 しむ 。

・ボ ン ドを剥 が す 。

☆ 固 ま った ボ ン ドの 感触 を

味 わ う。

☆ 視 覚 的 な 変 化 を 楽 しむ。

評 価 ・ボ ン ドの 粘 性 や,

活 動

・ボ ン ドを広 げ る。

教師の働 きか け

・ボ ン ドを広 げて 見 せ ,興 味 が

もて るよ うにす る。

・ボ ン ドを配 る。

「お た まで た っぷ りね。 」

・ク ー ピ ー を 削 っ て ,

ふ り か け る 。

・ボ ン ドを乾 か す 。

・ボ ン ドを 剥 が す。

「今 日は思 い き り削 って

いい よ 。 」

「クー ピー をふ りか け よ う。 」

・ふ りか け方 や ,か き混 ぜ る等

は 自 由 にで き るよ う にす る。

・ゆ っ くり剥 が す。

・裏 か ら も見 られ る

よ う にす る。

クー ピー を削 る手 ごた え を 感 じる ことが で きた か 。

・ふ りか けた クー ピー の色 の変 化 を楽 しみ な が ら活 動 で き たか 。

・ボ ン ドが 固 ま る様 子 か ら,視 覚 的 な変 化 が 楽 しめ た か。

・固 ま った ボ ン ドの 感 触 を 味 わ え た か。

5考 察

ボ ン ドを広 げ た 時 に は ベ トベ トす る粘 性 を 感 じ,楽 しん だ よ うだ った。 この 感触 が 気

に入 ったのか クー ピーをふ りかけた後,再 びボ ン ドをか き混ぜ た。翌 白,ボ ン ドは透明

にな っていた。子供た ちは クー ピーの色が よ く見えない位 か き混ぜ たのに きれいに見え

て いる ことに驚いて いた。持 ち上げて裏か ら見 ようと した子供 もいた。 クー ピーを削 る

時には手 ごたえ も感 じたよ うだ ったが,丸 ま って 出て くる様子 に興味 を もった。

また,ボ ン ドの上 にふ りかけ た時の色の変化や美 しさも楽 しんで いた。本題材で は素

材 の特性 を感 じ楽 しみなが ら活動がで きた。 しか し,活 動 中に見 られた個 々の活動(丸

まった クー ピーを立 てて置 く,粉 々に してふ りかける,配 色を考えてふ りかける等)は

最後 に皆で か きまわ したので消えて しまった。今後 は}各 自の活動 の範 囲を明確 にす る

な ど個 々の行為が どのよ うな ものであ ったかが残 る活動の方法 も考え る必要が ある。
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(2}題 材名 「わ りば しパ ワー」 中学年(第4学 年)

L題 材設定 について

表現 したい とい う思いは,子 供だ けでな く教師の中に も同 じように存在 している。 この

「思い 」は,人 間の もつ直感,感 覚,感 情,思 考 とい った根源的な機能 と して存在 す る。

A分 科会で は,直 感力 とい う未分化 な機能を 中心にすえ,人 問の外部 に存在す るエネルギ

ーを内部 に取 り込む ことによ り,子 供一人一人 に潜在 する,様 々な能力を引 き出 したい と

考え た。 さ らに,そ の ような活動 の中で,子 供一人一人 が自 らの感覚 と して表現 す る力 と

い うものを実感 して い くことが表現の楽 しみや喜び となるだろ うと考え た。

子供 自身の生身の体が,も のや空 間 と出会 うとき,子 供 たちの表現欲求を刺激 す る何か

が 介在す る と考え られ る。 これ らは 目には見えないが全 身に走 る感覚であ り,言 葉には置

き換 え られ ない行為 と して表現 活動のエネル ギーに結 び付いて いる。 そこには分 析的な思

考 ではな く,直 感的 な思考が強 く働いている と思われ る。

また,子 供 たちの表現の世界(小 宇宙)は,表 層的な記号やイメー ジの単な る再現の世

界で はな く,言 葉で は説明 しに くい混沌 と した世界の中 に存在す ると考 え られ る。

そこは子供 ともの(空 間)と が発す る振動(バ イブ レーシ ョン)に みちていると も言え

るだろ う。 と ころが指導をす る側 の教師 には,そ のよ うな子供の表現 の世 界にす ばや く,

そ して直感的 に感応で きてい るのだろ うか。 このよ うな疑問 と反省に立 った とき,教 師 自

身の中に存在 してい る感覚を覚醒 させ,子 供 との間に感覚 と感覚の交信を密 に交わ さな く

てはな らないだ ろ う。

そ こで,本 題材で は,素 材の可能性 をさ ぐることや素材 との出会わせ方を工夫 す ること

によ り,子 供一人一人の直感力や感覚 を刺激す る授業の展 開を通 して上記の考えについて

検証す る ことに した。

ここでは,わ りば しとい う素材をあ らか じあ設定 された ものを組み立て るたあの材料 と

しては とらえて いない。子供を大量 のわ りば しと木工 ボ ン ドに直 に向 き合わせ,そ れ らの

素材を重 ねた り積んだ りす る行為 や,そ の中で生 じる構成感覚や空間性を十 分に感 じ取 り

味わ う中か ら,子 供の 内面 に自分本来の感覚を生 じさせる ことをね らい と した。 子供た ち

がわ りば しとい う素材 と向 き合い,そ れ らを内部 に取 り込 み,あ る種の抵抗感を感 じ取 る

ことによ り,そ れ らを乗 り越えてい く過程の中で表現活動 の楽 しみや喜びを見っけ られた

らすば らしい と考えた。

i
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2.ね らい

・素材(わ りば し,木 工 ボ ン ド)に 触 れ,そ の 感 触 を 味 わ う。

・直線 と直線 の 中 に生 まれ るバ ラ ンスや緊 張感 を体 感 す る。

・わ りば しを合 体 さ せ なが ら生 まれ る形 ,変 化 して い く形 の エ ネ ル ギ ー を感 じる。

3.材 料 ・用 具

わ りば し,木 工 ボ ン ド,板 段 ボ ール,カ ッター ナ イ フ

4。 学 習 の 流 れ(2時 間)

〈子 供 の 活 動 〉 感 覚 の 交 信 〈教 師 の 思 い 〉

・大 きな段 ボールか ら

自分の土地を作 る

・わ りば しを各 自 ,思 い

思 い の方 法 で 積 ん で い

く

・っ な げ た い,付 け た い

気持 ち を も りあ げ る

・変 化 し,立 ち現 れ る

物 体 の パ ワー を 感 じる

・バ ラ ンス感や緊張感な

どに ドキ ドキ しなが ら

挑む

土地 を分 ける

わ りば しパ ワー

を 集 め る

わ りば しパ ワー

十

ハ ン ドパ ワー

↓

わ りば しタ ワ ー

に 向 か う

わ りば しパ ワー

を楽 しむ

・母体 としての地 に生 まれ る

・自分 とのつなが りを意識す る

・適 当か ら始 まる造形への開放

・線 と線 の重な り合 う美 しさか ら

子供の表現欲求 に刺激 を送 る

・積み重な るわ りば し,組 まれた

わ りば しか ら送 られ るパ ワーを

感 じる

・物理的バ ラ ンスには方向性,規

則性 のよ うな ものがあ るが,子

供 の造 り出すバ ラ ンスは既成の

概念 を超 えたパ ワーを生む

・次 々に現 れるわ りば しタワー,

個 々の作 品が交信 し合い,空 間

をゆるがすパ ワーが生 まれ る

5.考 察 子 供の表現 の実質 は,で きあが った結果 の作 品を既成の枠組みで くく

り分類す ることよ りも,活 動の過程の中で くり広 げる子供 たちの多様 な

表情の 中に存在す ると思 われ た。大人の概念では付 くはずの ない形が現

れ 「お願 い,付 いてね」 とい う子供のっぶや きや,立 て る とい う課題を

自分で立て,そ の緊張感を乗 り越え るための 「手 」の動 きが現れ,自 分

で 「カ ッコイイ」 と思わずっぶ や く子供 もいた。誘われ るよ うに素材 や

1灘 鎗形に反応し体が伸び上がり・ついにはイスに鶏 机の上に立ち上が る
舜 な ど,視 点が移動 して い く子供 もいた。 そ こには,も のや空間にかかわ

る子供た ちのいろいろな姿があ った。 このよ うな子供の心の振動を どの

ように感 じ取 ることがで きるのか,教 師 自身 の感覚が問われてい るよう

に感 じられた。

また,今 回は段 ボールの土台を設定 したが,直 に床 に展開す ることで

横の広 が りを もっ可能性 も考え られ る。 この題材 において,子 供の表現

の輝 きは結果 だけで な く過程に も存在 して いる ことを改あて実感 した。
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(3)題 材 名 「クね っ!ク に ゃ っ!ク リス タルj 高学年(第6学 年)

1.題 材 設 定 につ い て

変 化 す る と い う こと は,子 供 が興 味 を ひか れ る こ との 一 つで あ る と思 う。 高学 年 に な る と

単 に 変化 に興 味 を ひか れ るの み で な く,変 化 の 仕 方 を 観 察 し・ 法 則 め いた こ とを 見 つ けて ・

さ らに利 用 して い く子 供 も出て くる。 そ こで,子 供 の 日常 の生 活 で は体 験 す る こ との少 な い

熱 に よ る変化 を体 験 し,溶 け る こと によ る動 きや,で きた形 に よ り直 感 力 や 感 覚 に刺激 を 受

け,多 様 な創 造 力 を わ き立 たせ 自 己表現 力 を 高 め る こ とが で き るよ うに した い と考 え た 。

2.ね らい

・ビニ ール な どの 素 材 が熱 で 変化 して い く様 子 を楽 しみ,発 想 を 広 げ る。

・偶 然 の 変 化 や 形 か ら,さ らに 次 の活 動 を展 開 す る。

3.材 料,用 具

・OHPシ ー ト,透 明 な卵 パ ック な ど熱 で溶 け るパ ック類,荷 造 りテ ー プetc…

・ヒー トガ ン,ホ ッチ キ ス,軍 手,

4。 学 習 の 流 れ(1時 間)

(1)OHPシ ー トな どを,ヒ ー トガ ンの熱 で 変 化 させ る。 …15分

(2)熱 に よ る変 化 を使 って,自 分 な りに活動 を展 開す る。 …30分

時間

5分

10分

25分

5分

子 供 の 活 動 や 反 応

・ものが熱せ られて変化す る様子 を見て

興味を もっ。

・OHPシ ー トに,荷 造 りテ ー プ を ホ ッ

チキ スで 止 め る。 軍手 を付 けて,ヒ ー ト

ガ ンで 熱 し変 化 させ て み る。

・OHPシ ー トに,用 意 して あ った り も

って きた り した もの を付 け,熱 して 変化

させ,さ らに付 け方,熱 し方 な ど工 夫 し

て 思 い 思 い に変化 させ て み る。

・い ろい ろな もの の ,い ろ い ろ な変 化 を

見 た り,話 し合 った り して み る。

教 師 の 働 き か け

・OHPシ ー トに,荷 造 りテ ー プ を ホ ッチ

キ スで 止 め,ヒ ー トガ ンで 熱 して 変 化 す る

様 子 を見 せ る。

・ 「熱 風 に十 分 注 意 を して,実 際 にや って

み て ご らん 。 」 と助 言 す る。

・ 「他 の もの を熱 す る と どの よ うに 変 化 す

る だ ろ うか 。OHPシ ー トに ホ ッチ キ スで

止 めて い ろい ろ試 しなが ら,思 い思 い に変

化 させ て み よ う。 」 と助 言 す る。

・ 「い ろ い ろな もの が 熱 で 変 化 して,ど う

な った か な。 他 の 人 の 変 化 も見 た り聞 い た

り して み よ う。 」 と助 言 す る。

評価

・ビニ ールな どの素材が熱 で変化 してい く様子 を楽 しみ,発 想を広 げたか。

・偶然の変化や形か ら,さ らに次の活動を展開する ことがで きたか。
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留意点

・子供の興味 ・関心か ら子供 自身が発想 を広 げ,活 動を展開で きるよ うに,教 師 は必要最小

限の実演,言 葉か けにとどめ る。

・ヒー トガ ンの先 に触れない,人 に向けないことや,材 料の押 さえ方 など十分 に注意す る。

5.考 察

素材が熱で変化 して い く様子 に,子 供 たちは興味をお こ していたよ うであ る。 は じめの頃

は怖が って いた子供 もいたが,慣 れ るに したが って熱風をあて る方 向を工夫 して動 きを楽 し

んで いた。 さ らに色 々な素材を用いてそれ ぞれの変化を利用 し,次 の活動を展開 した。

(1)OHPシ ー トな どを,ヒ ー トガ ンの熱で変化 させ る。

OHPシ ー トに,荷 造 りテープをホ ッチキスで止あて熱 したが,ク ネ クネと動 き,溶 け る

様子 に,何 本 もテープを付 けた り,絡 ませて熱 したり して楽 しむ ことがで きた。

② 熱 による変化を使 って,自 分な りに活動 を展開す る。

プラスチ ックの カ ップの中 に何種類かの材料 を詰あ込み熱す る子,OHPシ ー トを何枚 も

重 ねて動 きを楽 しむ子,材 料同士を くっっけて いる子,穴 を開ける子 … 。それぞれの材

料 の溶 け方の違 いに気付 き,違 う溶け方 の材料 を組み合わせた り,一 度溶か してで きた もの

に,さ らに付 け足 しを した りした。 ヒー トガ ンを近づ けた り離 した りして温度を操 り,溶 か

した り少 し形 を変 えるだけに した りな ど,自 分な りに工夫 しなが ら活 動を展 開 して いた。熱

風をあてす ぎて煙 を出 した子供 もいたので,安 全面 には十分注意す る必要がある。

以上の ことか ら,こ の題材 は,直 感力や感覚を刺激 し,多 様な創造 力をわ きたたせ,子 供

の表現力を高あ ることがで きると考え られ る。 さらに,こ の素材を他の題材に取 り入れ た り

応用 した りす るな どの発展 が可能 である。
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4.主 題に迫 るための視点一覧表

素材の可能性を探る

題
材視 どの よ うな感覚 ・感触 を味わ う

の点 扱いが容易な素材
こ と が で き る よ う に す る か

教 材 名

・ボ ン ドの 「ベ トッ」 とい う粘性の ある

感触
か ら ふ る ・ ボ ン ドをのば し,そ の上 に ・ク ー ピ ー を 削 る と き の 「シ ャ リ シ ャ

ふ り ふ り クー ピーを削 ってふ りかけ リ」 という抵抗感

(1年) る ・パラパ ラとふ りか けるときの色の変化

・ゆ っくりと固ま りなが ら変化 してい く

視覚的感覚,感 触

・自然界が もっ空間の広が り

・カラーテープが立 木に巻かれてい く増

カ ラ ー テ ー プ 自然の立木にテープをっな 殖感
たん けん た い ・自然 とテープがか も しだす音 ,風 の感

(3年) い で,切 る 触
・い ったん区切 られた空 間にテープを切

る ことによって起 こる開放感

・ホ ッチキ スを打 ち込む時の 「プ ッ」と

き ょ う は スチ レンボー ドにホ ッチキ いう抵抗感
「-1/」 ・ホ ッチキスの針の 「キラキ ラ」 とい う

(3年) スを打ち込む 輝 き

わ りば しパ ワー
pb

わりばしにボンドを付けて

・ボ ン ドの 「ベ トッ」とい う粘性 のある

感触
・ドキ ドキ ,ハ ラハ ラす るバ ラ ンス感

(4年) 置 く 覚,緊 張感

・ガムテープを切 るときの 「バ リッ」 と

いう感触 と音

ガ ム ・ ガ ム ガムテープ(白)を ち ぎっ ・くっっ くときの 「ベ タッ」とい う感触

・墨汁による瞬間的な色や質感の変化

(4年) て シナベニヤに貼る

・熱せ られ たテ ープ や シー トな どが く

クね っ!く に ゃ っ! ホ ッ トガ ンでPPテ ープな ね っくにゃっと動 きなが らゆ っ くりと変

ク リ ス タ ル 形 していく感覚
(6年) どを熱 して変形させ る
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素 材 との 出 会 わ せ 方 の 工 夫 活 動 の 展 開

教 師 の 思 い

素材との出会わせ方の 子供が活動を発展 どのように広げ

させるたあの場の
工夫(導 入時の工夫) 設定や展開の工夫 深 あ られ たか

・普段 ,な か なかで き ・ボ ン ドを広げて見せ る ・身近 に作品 をお ・ボ ン ドを こねま

ないことを思 い切 って ・粉 をふ りかけ るときは き,白 いボ ン ドが透 わすお もしろさ
や らせてみたい 「クー ピーをふ りかけよ 明に変化 しながら固 ・色 の 散 ら ば り

,

う」の言葉かけのみで自 まっていく様子を見 まざり

然の色の変化を楽 しませ

る

せる

・基地を作 るとか,ク ・自然の環境に出て 「暗 ・大 きな空 間をは じ ・色を変えて埋あ

モの巣を張ろうなどと 号を解こう」の言葉かけ めに無意識に動き回 尽 くす
いう具体物を目指 した のみでその後は自発的な って しま うよ うに暗 ・テープを切 る

展開はしない 発展 号 カー ドを用意 ・テープの切れ端

・自然発生的に生まれ を引きずる
て くる多様な展開を期 ・玉に して投 げる

待

・二っの素材の質感 の ・真 っ 白 な ス チ レ ン ボ ー ・は じあは一色 の芯 ・打 ちこまれた針

対比 ドに色の付いたホッチキ のみを使わせ,色 へ の色の リズム
・いろいろな色が ほ し スの針を打ち込んで見せ の要求が自然 と生ま
くなる感覚を自然に喚 る れるようにする
起す るために,ラ ンダ ・いろいろな色の ホ

ムな一色のみの針のホ ッチキスの芯を用意
ッチキスを配 る してお く

・わ りば しの直線的な ・ 「今 日はわ りば しパ ワ ・大量 のボ ン ドと大 ・上へ横へ(方 向

重なりか らうまれ る緊 一を集め ます」の声 かけ
量のわりばしを用意 性)

張感をもった美 しさ を して,一 束のわ りば し ・も っ と た く さ ん

にボンドを付けて置いて (ボ リ ュ ー ム)

見せる ・わ りば しの重 な

り

・小さい行為の積み重 ・ガムテ ープの小 さな破 ・一瞬の変化の後 も ・中か ら外へ
,隅

ね 片を板に一枚貼 ってみせ さらに試行錯誤が可 から中心へなどい
・墨の もっ質感,に お る 能な素材と技法を選 ろいうな貼 り方
い ・墨汁で黒 くす るときは 択 ・貼 るテープの大
・一瞬の変化 言葉のみで実際の行為は きさを変える
・黒 と白のかけひ き 説明の時には見せない ・ふ き取 り方 によ

る色や質感の変化

・熱で ものの形が変容 ・一本 の荷造 りテープを ●熱 によって変形 し ・いろいろな もの

してい くお もしろさを 熱 して変形させてい く様 そうないろいろな身 を熱 して変形させ
感 じることができるよ 子を見せる の回 りにある素材を る
うにする 各種用意 ・合体 させ る

・包み込 ませ る

一13一



皿 B分 科 会 報 告

サブテーマ

想像力 と構想力を発揮す る題材 の工夫

・素材の組 み合わせ方の工夫

・素材を生 か して イメー ジを広 げ る

1.B分 科 会 の概 要

子 供 た ち は,元 来,思 った こ とや,感 じた こ とを何 らか の方 法 で,表 現 した い と い う欲 求

を も って い る もの で あ る。 自分 の 思 った こ とや,感 じた こ とを,色 や形 に表 す こと は,そ れ

だ け で表 現 欲 求 を満 足 させ,そ の 喜 び と,楽 しみ を味 わ う こ とが で き る。

しか し,自 分 の 思 いや 感 じた こ とを,自 由 に表 す ため に は,創 造 的 な想 像 力 と,構 想 力 や,

計 画 性 が必 要 とな る。 そ こで,B分 科 会 で は,素 材 との か か わ りを 深 めて い く過 程 で,自 分

ら しい 想 像 力 を働 か せ,表 し方 な どの 構 想 を 練 りなが ら,子 供 な りに 美 しさ を求 め た創 造 活

動 が で き る題材 の 開 発 を 目指 した。 題 材 を 開 発 す るに 当 た って は,B分 科 会 の サ ブ テ ー マ に

迫 る た め に,い くっ か の 具 体 的 条件 を設 定 し,題 材 を決 定 した。 また,あ え て,造 形 活 動 の

ま とめ と して の 作 品 を重 視 し,子 供 た ち の思 い を損 な う事 な く,教 師 側 が 見 通 しを 立 て て支

援 して い く ことを 考 え た。

〈素材 の組み合わせ方の工夫 〉

①身近な素材

②想像力 と構想力を発揮 させ る素材の組み合わせ

① については,特 に素材 その ものに目新 しさを求め るのではな く,身 近 にあ る素材を扱 う

ことに した。② に関 しては,複 数 の素材 とかかわ る過程 で,想 像や構想の イメージが生 まれ,

表現が膨 らむ ことを期待 した。 さらに,① 及 び②の条件 を設定 したことで,素 材 や技法の新

鮮 さで はな く,造 形的な創造活 動の深 ま りを 目指す ことに した。

〈素材 を生か しイメ ージを広 げる 〉

①子供た ちが,素 材 とのかかわ りの 中で,イ メー ジを広 げ られ る導入の工夫

②子供た ちが,活 動を発展 させ るための場の設定や展 開の工夫

導入段階 にお いての教師の働 きかけは,そ の後の授業展開に大 きな影響が ある。子供た ち

が素材 とのかかわ りの中か らイ メー ジを広 げ,造 形活動を行 うために も,教 師側 は,導 入時

に見通 しの ある提案を しな ければな らない。 さ らに ここで は,造 形活 動のま とあまで を見通

した提案で ある ことが望 ま しい。

場 の設定 や展 開の工夫で は,子 供た ちが絶 えずイメー ジを広げ られ るよ う,図 工室以外で

の活動 や,身 近 な素材 と自分 な りの技能 によ る,発 展性 や意外性のあ る造形活動 を提 案.Lた 、

これ らの提案 によ り,B分 科会で は,一 人一人の子供 たちが,個 性的な表現 活動の完成へ

と発展す ることをね らった。
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2.そ の他 の実践事例

B分 科会 で も,研 究報告 にのせた三 っの授業報告の ほかに,さ らにい くつかの授業研 究を

行な った。B分 科 会のテーマに基づ き,創 造活動の深ま りと,造 形活動の完成を 目指 した授

業研究 とな った。

3年 ふ しぎな器か ら ゆらめき きらめき 指導:足 立区立千寿第三小学校教諭 藤島久子

この題材 はB分 科会 のテーマに合わせ,流 れな ど計画的に見通 しを立てた もの に した。

① 日頃か ら廃品(こ の場 合,貼 るとお もしろい,美 しい と感 じられ る もの)を 収集す る。

②実際に器をながめ,魔 法の器 を想像 し,八 ツ切 りの レモ ン色 の色画用紙 いっぱ いに,ク レ

ヨ ンで カラフル に描 いて,切 り取 る。

③4人 一組 にな って,黒 い画用紙(全 紙大)の 好 きな場所に貼 る。 そ こか ら白色 クレヨ ンで

煙が 出るように もくも くと描いて陣地 を とる。器 も煙 も,一 時ボ ン ドをか けて消 して しま

つo

④選んで集あた素材を思い思いに工夫 して,

煙の部分 に貼 り付けてい く。

この題材で は,く ぎり くぎりでその都度

導入 に工夫,次 への期待を もたせた。 また,

異 なる素材の組み合わせで,子 供たちのイ

メー ジはどん どん膨 らみ,豊 かな発想 へ と

っなが り,そ の子の よさが 出た。

6年 いろいろ曲線人体模型 指導:大 田区立小池小学校教諭 山田和也

B分 科 会 の テ ー マで あ る 「素 材 の 組 み 合 わ せ の よ さ を生 か し想 像 力 と構 想 力 を発 揮 す る題

材 の工 夫Jを 受 け,今 回 の 授 業 を 進 め た 。

① ア ル ミ線 で きれ い な 曲線 を作 る。 平 面 的 な もので は な く,立 体 的 に作 れ るよ うに い くっ か

の ア ル ミ線 を組 み合 わ せ て 作 って い く。

②2cm～5cm幅 の色 画 用 紙 を 自 由 に選 ば せ,そ の立 体 を身 体 の ど こか の 部分 と考 え 作 って い

く。 も とに な るア ル ミ線 の形 を い ろ い ろな 角 度 か ら見 て イ メ ー ジ し,身 体 の どの 部分(手,

足,指,ひ ざ,ひ じ,目,鼻,口,耳,脳,心 臓,肺)が 作 れ るか 形 を 見 つ け る。

③ 自分が見 っけた体 の部分 になるよ うに工夫す る。 アル ミ線

の変形や追 加 も認 め る。色 と形で その子 な りの考えやイメ

ー ジでそれぞれ耳や心臓 な どに形作 られて い く
。子供たち

＼は見た 目
の色や形 にとらわれがちで あ ったが,ア ル ミ線の

しなやかで力強い曲線 に助け られ,概 念 的な ものでな く,

その子な りの イメー ジの広 が りが見 られ る作品がで き上 が

った。

作 る部分 によ って,平 面的な ものや,立 体的な もの,シ

ンプルな ものや複雑 な もの,色 鮮やか な作品な ど,一 人一

ダ＼

ンも 誌 厩

/昏!・

磁 証 、ぜ
轟 紘＼

戸 を

/

ぐ嚇礁

騰 ・な思いで形作るおもしろさを楽しむことができた.尋 藩

磁
瀞 ・
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3.実 践 事 例(B分 科 会)

(1)題 材 名 「メイ ド イ ン パ リ ッパ リ ッ」 低 学 年(第2学 年)

副 題 思 うよ うに は割 れ な いけ れ ど,パ リ ッパ リ ッシ ャー シ ャーペ ッタ ンコ

1.題 材 設定 とね らい にっ いて

低 学 年 の場 合,何 よ り も楽 しい雰 囲 気 が生 まれ る素 材 で あ る こ とを重 視 した。 しか も,短

時 間 で 完成 で き,個 人 の多 様 性 が 発 揮 で き る こ と,そ の 上,子 供 な りに美 しさを 求 め た造 形

活 動 とな るよ う,本 題 材 を設 定 した。

素 材 と して の 発 泡 ス チ ロー ル は,堅 くもな く柔 らか くもな い独 特 の質 感 で,割 れ る時 の,

パ リ ッパ リ ッとい う感 触 は,子 供 た ち の手 に新 鮮 な感 動 を 与 え るだ ろ う。 さ らに,発 泡 スチ

ロー ル の 白い 色が 創 り出 す影 との ハ ーモ ニ ー は,子 供 た ちを 美 しい造 形 活 動 へ と導 くに違 い

な い。

また,発 泡 ス チ ロー ル の特 性(軽 い)や 独 特 の 質感 か ら,完 成後,一 人 一 人 が 展 示 す る際

に も壁 や 台 面 な ど好 きな場 所 に 自 由 に展 示 で き,興 味 深 く鑑 賞 で き る。

2。 学 習 の 流 れ(1時 間)

① 「この 白い板 で 何 を しよ うか な?」

約90×180享 ン(厚 さ1享 ン)の 大 きな

発 泡 ス チ ロー ル 板 を,頭 と両 手 で 約2等

分 大 に割 る。

さ らに等 分 に割 って,約45×45㌢ 大

に して,児 童 に手 渡 す。

② 「みん な も自 由 に割 って み よ うか!」

「自分 の 両 手 や 頭 を 使 って,お も しろい

形 に割 って み よ う!」

③rこ れ か ら ど う しよ うか な?こ の 板 に色

を 塗 った り,貼 った り して,何 か っ くり

た いね 。 自由 に や って み よ う。 」

自分 の 課題 を 見 っ け られ る よ う導 く。

興 味深 くなが め る。

音 を 出 しなが ら割 られ て い く板 を 見 て,自

分 も早 くそ の板 を 割 って み た い とい う思 い

が 出 て くる。

わいわい と歓声をあげなが ら割 って い く。

白 ボ ール 紙 に板 を構 成 し始 め る。

ク レ ヨ ンで 色 を 塗 った り描 い た り して か ら

ボ ン ドで 貼 って い く。

3.評 価

・単 純 な 行 為か ら生 まれ た 「割 る」 「描 く」

・自分 の思 い(イ メ ー ジ)が 表 現 で きた か。

「貼 る」 の プ ロセ ス を楽 しめ た か 。
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4.材 料 ・用 具

教 師:発 泡 ス チ ロ ール(90×180tri厚 さ1享 ン),ボ ン ド

子 供:ク レヨ ン

5.考 察

低 学 年 の 場 合 は,特 に素 材 の 感触 を 楽 しあ る もの が 重 要 とな る。本 題 材 は,独 特 の 音 を 伴

い,指 の 先 まで 造 形 しよ う とす る神経 が 走 って い くこ と によ り,全 身 を使 って 自 由 に形 が で

きて い く楽 しさ と喜 び が 味 わ え た。

本 題 材 の 素 材,発 泡 スチ ロー ル は,廃 材 を利 用 す る方 法 もあ るが,子 供 に同 じ条 件 で 材 料

を 提 供 した い と考 え 新 しい もの を用 意 した。 ま た,廃 材 で は大 きな ものが あ ま りな く,独 特

の パ リ ッと した 感 触 が 味 わ え な い,さ らに,小 さい もの や 分厚 い もの だ と子 供 た ちの 力 で 割

るの は困難 で あ る。 今 回 の 題 材 で は,パ リ ッ とい う感 触 を 味 わ わ せ る こ とを重 視 したの で こ

の 厚 さ1セ ンチ の 板 が 適切 で あ った。

また,ク レヨ ンで の 着 色 は 発 泡 ス チ ロー ルの 表 面 で は発 色 が 美 しく,ク レ ヨ ンは子 供 た ち

に と って も非 常 に扱 い 易 い 描 材 で あ る。 さ らに,着 色 しな が ら造 形活 動 が 進 め られ る とい う

点 か ら も適 した 題 材 と用 具 で あ った と考 え られ る。

の 　ダ ぞ

悔 翫 ・㍗ ザ 。 ・
∴ 趣 軸絶鱗
糊 ∴ 懸 難 で

、距 騨撫

.幾 嘉
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(2)題 材 名 「10才の指 で水 を表す 」 中学年(第4学 年)

副題 子供 だ った ことを忘れ ないための レ リーフ

1.題 材設定 とね らいにっいて

今回の題 材 は,人 工 ねん どを 使 って 自分 の指 だ けで 「水」 を表 す題材で あ る。 「水 」は,

目に見え るに もかかわ らず,実 体 としてつかめず イメー ジにたよるところが多い。 自分の もつ

イ メー ジを 自分 の指 だけで表 そ うとする ことは,限 られた条件の 中で発想を駆使 し,自 分な ら

で はの技法 も発見 しなければ,表 現 で きないだろ うと考え,本 題材 を設定 した。 さらに,人 工

ねん どで水を作 るとい う,身 近 な素材で意外 な造形活動 を展 開す る ことで,題 材の新鮮 さをね

らった。

また,10才 の指の大 きさや動 きを レリーフと して残す ことで,子 供だ ったことの記念作品 と

して残せ るよ うにとい う,指 導者の願 いか ら副題を添えた。 その結果,残 したい とい う気持ち

を もっ ことがで きるよ うにす るたあに も,子 供な りに美 しさを求 あた造形活動の まとめを重視

した。

2。 学 習 の 流 れ(4時 間)

教

師

の

働

き

か

け

子

供

の

活

動

第 一 次(0.5時 間) 第 二 次(0.5時 間)

場所 ・図工室

○材料の提示

・あ らか じめ白又 は,黒

に塗 られ た板

・人工ねん ど

・ねん どを仕切 るの に使

うタコ糸

○ 「ねん どで水を表 した レリ

ーフと言 うものを作 ります
。」

○資料の提示

◇ 材 料 と 「レ リー フJ認 知

ウ ォー ミングア ップ(ね ん どで遊 ぼ う)

○指 だけで もいろいろな形や模様がで きるこ とを

提案

○ねん どの固 さの調節(水 の加 え方等)

◇ねん どの感触を指 で感 じなが ら,活 動を楽 しむ

◇好 きな板 を選ぶ
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3.評 価

・限 られ た 条 件 の 中 で ,イ メー ジを表 現 す る こ とを 楽 しむ。

・人 工 ね ん どの 感 触 を 指 で 感 じ取 りなが ら,触 覚 的 な 感覚 を表 現 活 動 に生 か す 。

・自分 の 指 だ けで ,自 分 ら しい技 法 を発 見 す る。

4.材 料 ・用 具

教 師 ニベ ニ ヤ板,人 工 ね ん ど,タ コ糸,塗 料,取 り付 け 金 具。

子 供:水 彩 用 具 一 式 。

5.考 察

子 供 た ちは,r水 の 表 情 を 感 じる」 や 「指 だ けを 使 って,ね ん どで水 を表 現 しよ う」 な ど と

い っ た教 師 の 投 げか け に 対 して も,非 常 に伸 び伸 び と表 現 して い た。 しか し,授 業 後 の 協 議 会

で も,造 形 活 動 の ま とめ の 方 法 が議 論 の対 象 とな っ た。

① ね ん どの 分 割 の 必 要性 。(授 業 者 は,ね ん どに よ る水 の 表現 に対 して,水 面 か ら水 を 切 り取

った状 態 を イ メ ー ジ して 題 材 を 設定 した)

② 土 台 の 着 色 及 び,装 飾 の 必 要 性 。(少 しで も長 く残 して も らえ るよ うに とい う願 いか ら)

子 供 な りの 美 しさ を追 求 す る こ との 難 しさ と問題 点 が 今 後 の 課 題 と して残 った。

第三 次(1時 間) 第 四 次(1時 間) 第五 次(1時 間)

場 所 ・プ ー ル

○ 「ね ん ど を も って プ ー ル へ い こ う。」

○ 「水 に表 情 を っ け よ う。J

場所 ・図工室

○水面か ら水 を切 り取 った

状態をイ メー ジさせ,そ

の形を板の上 に タコ糸 を

張 って表 すよ うにす る

○着色及び,装 飾の

方法 を提 案す る

◇水の表情を探る

◇ねん どでスケ ッチ
鹸 灘 蕪1麗 三三1

板の上にねん どで水 を表す
羅

翫

亮

殉

.

り黛
。

鮮 離

。,梅

囲

◇土 台の板 に色 を塗

った り,模 様 を描

いた りす る
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(3)題 材名 「は っては って,や ぶ いてやぶいて」 高学年(第6学 年)

1.題 材設定 とね らいについて

この題材 は,色 画用紙 を台紙 に貼 り,そ の上 か らローラーで絵の具を着色 し,再 び貼 った

色画用紙を剥が しなが ら,一 人一人 の思 いに近づけてい く活動であ る。

色画用紙 を貼 ってい く行為 と剥が して い く行為の両者 とも造形的な行為 と して とらえ,子

供 が試行錯誤の中で 自分 自身の表現 の楽 しみを味わ うことをね らいと した。

素材 として は,紙 と絵の具だけ とし,子 供 にとって身近 な素材を選定 した。二 つの素材 に

子 供が ど うかかわ り,色 と形が織 りなす造形の美 しさを どのよ うに感 じ,表 現の喜 びに結 び

っけてい くことがで きるか につ いて,特 に着 目 して授業を進 あた。

2.学 習の流れ

教

師

の

働

き

か

け

子

供

の

活

動

第1次(1時 間)

・色 画 用紙 を貼 った り剥 が した り,着

色 しな が ら作 品 を作 って い くこ とを提

案 す る。

・何 か 特 別 の 形 を 意 識 せ ず に 色 画 用

紙 を切 っ た り,ち ぎ った り して 作 品 を

作 って い くこ とを 提 案 す る。

・どの よ うに作 品 を 作 って い くか 見通

しを もっ。

・偶 然 に で きた色 画 用 紙 の 色 と形 を見

なが ら,重 ね るな どの 工 夫 を して貼 っ

て い く。

〈次 はどう しよ うか な?〉

(2時 間)

・は さみ で切 って も,手 で 破 って もよ い

ことを 提 案 す る。

・糊 は薄 あ に付 け る こ とを 助 言 す る。

・色 画 用 紙 の 色 の組 み合 わ せ にっ い て は

1神 経 質 に な らな くて もよ い こ とを 助 言 す

る。

・どの よ うな色 や 形 に しよ うか と試 行 錯

誤 を 繰 り返 す。

〈 もっ と重 ねて み よ うか な?〉

<ロ ー ラ ーで イ ンクを

付 けて み よ う!〉
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3.材 料 用 具

教 師:色 画 用 紙,の り,は さみ,カ ッ ター ナ イ フ

子 供:版 画 用 ロ ー ラ ー,版 画 用絵 の具,新 聞 紙

第2次(3時 間) (4時 間)

教 ・版 画 用 ロー ラー に絵 の具 を付 け , ・貼 った 紙 を部 分 的 に剥 が した りす る こ と

師 画面に着色す ることを提案す る。 により新たな効果 が出る ことに気付 くよ う

の に参考作品を用意す る。

働 ・絵 の具は何色使 用 して もよいこ と ・ロー ラー で着 色 した後 に ,剥 が して い く

き を提案 す る。 効 果 に も気付 く こ とが で き るよ う にす る。

か ・再 度 ,色 画 用 紙 を貼 って もよ い こ とを提

け 案 す る。

子 ・ロー ラ ー の効 果 を生 か しなが ら着 ・貼 った り剥 が した り,色 を 重 ね た り と,

供 色 して い く。 各 自のイメー ジを大切 に しなが ら様 々な方

の 法 を試 して み る。

活 ・ロー ラ ー の重 な りや混 色 等 の 工 夫 ・自分 の思 いや イ メ ー ジ に合 う と ころで
,

動 「を試 みる・ 活 動 の ま とあを 行 う。

4.考 察

授業の始め に,紙 の貼 り方 にっいて 「何か特別の形でない形 を作 って い くんだよ。」 と

提案 した時,と ま どってい る様子 が明 らか に感 じられた。子供 たちにとって は,何 かの形

を イメー ジ しなが ら作 ることが,比 較的多 く,し か も取 り組 みやす いか らで はないか と推

察 された。

しか し,実 際の活 動の場面で は,子 供一人一人が 自分 の思 いを具現イヒす るたあに,始 め

の不安を忘れたよ うに様 々な工夫 を行 って いた。色画用紙 を台紙 に無造作 に貼 る,重 ねて

貼 る,計 画的,意 図的に貼 るなど手探 りなが らも着実に活動 は進んだ。

具体 的な場面で,教 師の予想 と若干異 なる様相が見 られたのは,一 度貼 った色画用紙を

剥が してい く活動 において,子 供が積極的 にはな らなか った点で あった。や はり活動 と し

てのま とあ方に不安 があ るので はないか と感 じられた。 また,活 動の結果 と しての作品に

対す る見通 しが もちに くか った ことが考え られた。 ローラーによる着色の段 階に入 って ダ

イナ ミックな活動が 見 られ,色 と美 しい形が変化 しなが ら現れ る様子に,子 供 は我 を忘れ

て次の着色の構想 を練 っていた・ この段階あた りか ら,「 は って はって,や ぶ いて やぶ い

て」のね らい どお りの活動が見 られ,大 きな成果を得 られ た。
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4.主 題 に迫 るた め の 視 点 一 覧 表

素 材 の 組 み 合 わ せ 方 の 工 夫

題

材視
の点

教 材 名

i

身 近 な 素 材

どの ように想像力 と構想力を

発 揮 で き る よ う に す る か

メ イ ド イ ン

パ リッ パ リッ

(2年)

薄 い発泡 スチ ロール板 を

白い厚 ボール紙の上 に構成

す る。

クレヨンで着彩 して もし

な くて も良 く,木 工用 ボ ン

ドで接着す る。

道具 を使用せず,自 分 の両手だ けで発泡ス

チ ロールを割 ってい く。す ると,思 うよ うに

は割れて くれ ない。 しか し,軽 やかな音を発

す るので何だか楽 しくなる。何か作れそ うな

ムー ドにな って い く。'

ふ し ぎ な 器 か ら

ゆ ら め き
き ら め き

(3年)

・八ツ切 り画用紙(黄)

・全紙画用紙(黒)

※4人 に1枚
・ク レヨン

・で きるだけ美 しい身の回

りの不用品(ボ ン ド,菓

子の包み紙,ひ も,ビ ー

ズな ど)

・色 々な形 の壺 ,び ん,ラ ンプな どの器を想

像 して描 く。
・中か ら,ゆ らゆ ら煙が吹 き出 して くる こと

を想像す る。(バ ラ ンスよ く煙 を入れ る)
・煙 と共 にゆ らゆ らき らき らと何 が吹 き出て

くるか,飛 び出 して くるかを想像す る。

指 で 水 を 表 す

(4年)

合板の上に粘土で,指 だ

けを使 って,水 を表す。

・想像力を生か し,水 に対す る自分のイ メー

ジを指だけで表現 する。
・限 られ た条件の中で ,想 像力を駆使 し,造

形活動を完成す る。

い ろ い ろ 曲 線

人 体 模 型

(6年)

・アル ミ線

・で きるだけた くさんの色

の色画用紙
・エ ポキ シ系ボ ン ド

・ホ ッチキス

・の り

・自分の身体にあるが ,日 常あま り意識 して

いない ものを想像 しなが ら形 にす る。
・アル ミ線の もっ力強 く,し なやかな感触 を

味わ う。
・アル ミ線の見えて くる形 と,作 りたい身体

の部分 にイメー ジが近づ くよう,色 画 用紙

の色 と形で造形 を楽 しむ。

は っ て は っ て,

や ぶ い て

や ぶ い て

(6年)

画用紙に色画用紙を貼り
版画用ローラーに絵の具を

っけて転がす。

次に,色 画用紙を破って
いく。

・色画用紙を貼 った り破 った りロー ラーで着

色す ることによる色 と形の変化 か ら,想 像

力を発揮す る。
・色画用紙を貼 った り破 った り着 色 した りす

るとい う行為の繰 り返 しの中か ら,想 像力

を発揮す る。
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)

)

、

教 師 の 働 き か け 素材を生か してイメージを広げる 活 動 の 発 展

子供が活動を発展 どのような発展が

見通 しのある提案 導 入 時 の 工 夫 させるための場の

設定や展開の工夫 見 ら れ た か

素材に対する体力や技 発泡スチロールの素材は非 発泡 スチ ロールを重 児童の思い通 りに割

能が十分に伴なわなくて 常 に軽 く,簡 単に割れ る。楽 ねて い くと,美 しい陰 れないが,各 自のイメ

も,自 由に造形活勤がで しい音がす る,2枚 重ねて割 影が生 じることを発見
一ジが 自然に生 まれ ,

きることを認識 し,短 時 ることもで きる。額 を使 って で きるよ うにす る。白 立体的な ものになった

間で構成で きること。 両手で割 った り,空 手 チ ョッ い素材がクレヨンで着 り,レ リ ー フ 状 に な っ

プで割 って も良い。割 るこ と 彩すると鮮明な色を発 た りした。 クレヨンを

の楽 しさを味わうことができ す る,そ ん な各 自のイ 使わな くても十分楽 し

るよ うにす る。 メー ジに繁げていける める作品 もで きた。

ようにする。

・器を描 き,切 って貼 る ・実際に色々な形の器を見せ 2週 間ほど前か ら, ・器の形を考えた り,

こ と。 て,自 分の魔法の器を想像 貼 っ た り,く っつ け た 色を付けたりという
・煙を出 して陣地取りを で きるよ うにす る。 りできる不用品を収集 楽しさを味わえた。

す ること。 ・始めにすべて導入 して しま してお くよ うにす る。 ・種々の素材 に触れ ,
・色々な素材に触れてみ うのではな く,そ の都 度, それが,ど んな もの

ることか ら,驚 くよ う 次はどういうふ うに展開 し に変身 していくのか

なものを発想 しようと てい くかという新鮮な思い とい うイメー ジを広

す ること。 で取 り組 め るよ うにす る。 げ られた。

板状の画面構成を考え まず,ね んどの感触を指で ・プールにて水の表情 ・水の さまざまな表情

て,切 り取 られた水 のよ 感 じ取りながら,触 覚的な感 を探 るようにする。 か ら想像力を膨 らま

うに表す こと。 覚を楽 しめ るよ うにす る。 ・水 に表情を与え る。 せ ることがで きた。
・ねん どによ る水 のス ・造形活動を完成させ

ヶ ッチをす る。 るために,構 想力を

発揮で きた。

・自分で美 しく作 り出 し ・与えた素材で何を作るかは ・置 く
,つ る す,掛 け

・自分の作 ったアル ミ

たアル ミ線の形を色々 具体的に伝えず,ア ル ミ線 るな どのスタイルで 線の形を,色 々な角
な角度か ら見て,作 り で形作 らせ,後 の具体的な も制作ができるよう 度か ら見ることで身
たい身体の部分を探 し 作業に意外性をもっことが にする。 体の部分をイメージ
やす くす ること。 で きるよ うにす る。 ・立体 ,平 面作品の ど する ことがで きた。

・具体的な形にこだわ ら ・立体 に して も平面 に して も ち らも認 ある。 ・立体 ,平 面,半 立体

ず,自 分のイメー ジで よい ことを提案す る。 ・で きるだけた くさん とそれぞれのスタイ

作 ること。 の色画用紙を準備す ルの作品がで きた。

る 。

紙を貼ったり破 ったり 最初に色画用紙を貼る時は ・版画用 ローラーに絵 色と形と全体の雰囲
する行為の繰り返 しの中 自由にはさみで切 った り破 っ の具を付け,作 品の 気の試行錯誤の中から
で,自 分の作 りたいイメ たりする行為自体を楽 しむよ 上に転がす。 自分な りのイメー ジを
一 ジを明確 に してい くこ うにす る。 ・着色した画面を見て 明確 にで きた。

と 。 自分 のイメー ジにな

るよ うに紙 を破 る。
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IV研 究 の まとめ と今 後の課題

1.研 究 のまとめ

研究主題 やA・B分 科会 テーマ に基づいて考察 し,以 下の点が明 らか にな った。

・現代の子供たちの感性 に合 って いると思われ る題材や素材を提示す る ことによって,子 供

たちは授業への興 味を もっ ことがで きた。

・扱 いやす い素材,平 易な技法 を用 いることによ って,子 供た ちは表現意欲がわ き,多 様 な

表現を展開す ることがで きた。

・教師が,子 供の表現を理解 し,よ い ところを認めてい こうという姿勢でかかわ った時・子

供たちは安心 して 自分 らしさを発揮 し,喜 び,楽 しみなが ら活動す ることがで きた。

A分 科会 「直感力や感覚 を刺激す る題材の工夫 」

・身近で扱 いやす く,感 触 的かつ感覚的な要素を もつ素材を探 り提 示す る ことによって,子

供 たちは素直 に素材 を受け入れ,直 感力や感覚を発揮 し,全 身で感触 を楽 しんだ り緊張感

を もった りして活動を展開す ることがで きた。

・導入時に,素 材の思 いが けない変化や使い方 など,子 供の感覚を刺激す る出会いを工夫 し

説明要素を絞 った提 示の仕方 を した ことによ り,子 供た ちは積極 的に素材 とかかわ った。

・活動過程で子供たちの予期 せぬ方法を使 った り,素 材をmに 変化 させ た り,場 の設定を

工 夫 した りす ることによって,子 供 たちの感覚は刺激 を受け,そ の子供 な りの活動を展開

し楽 しむ ことがで きた。

B分 科会 「想像力 と構想力を発揮す る題 材の工夫」

・身近な素材 を選 び出 し,素 材 とのかかわ りを深あてい く中で,子 供たちは,自 分 ら しい想

像力を働かせ,素 材 の組 み合わせ方 の工夫 によって新鮮で新 しい造形感覚を味わ った。

・子供 たちは,素 材 か ら受 けたイメージを広 げ,題 材 に合わせて構想力を高め,自 分な りの

技能で主体的 に発展性 のあ る造形活動を展開するこ とがで きた。

・い くっかの具体的な制約 のあ る条件を提示 し,場 の設定や展開の工夫 をす る ことによって

子供たちは,積 極的 に素材 と取 り組み,意 外性 のあ る表現活動を楽 しむ ことがで きた。

2,今 後の課題

子供が個性を生か し,表 現活動 を喜び楽 しむ ことを主題 に研究 を進 あて きたが,一 っ一っの

実践 のっなが りや小学校6年 間での位置 とい う観点 か らもとらえてい くことが必要で ある。

その ことが,よ り創造力を高あ,想 像力 を多様 に して い く等,次 の研究に発展 して い くと考え

る。 しか し,こ れ らの実践事例 も,子 供 の教育環境 と しての教師の明確な思いがなければ生 き

た教育 とはな らない。教師 が子供の立場で絶 えず研究す る姿勢があるか らこそ,そ の思いに触

発 され,子 供 たちは表現意欲 をわかせ る ことがで きると考え る。今回,二 っの視点 に しぼ って

研究を進 め上記の ように一定の成 果を確認で きた。今後 も子供一人一人の表現意欲 を十分 に満

足 させ ることによ り,喜 んで表現を楽 しむ ことがで きるよ う,他 の視点か らも指導法 の工夫 に

っいて検討 してい くことが必要であ る。
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